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くる くるバ スが もた ら した持 続可能 なオ ール ドニ ュー タウ ン

～住吉台 くる くるバ ス開通 のそ の後 ～

森 栗 茂
*

は じ め に

地球温暖化を防ぎ,持 続可能な地球環境のため

に,過 度のモータリゼーションを抑制 しよう,そ

のための公共交通の維持活用が重要だとい う議論

はいうまでもない。しか し,モ ータリゼーション

が常に地球環境に負荷をかける唯一絶対の犯人で

はない。燃料電池やハイブリッド車が登場 しても

なおかつ,公 共交通の必要性にはゆるぎがない。

公共交通 は環境のためだけではな く,む しろ,私

たちのコ ミュニティ,根 源的には人間相互の コ

ミュニケーションにとって,重 要なツールである

ことをもっと評価する必要がある。

そもそも,自 家用車の運転は,同 乗者以外 とは

まった く話さず,他 人の存在を認めない。 自分以

外の自動車は競争相手であ り,協 調していては自

らの進路 を失う可能性がある。歩行者や 自転車は

邪魔であり,一 方で,大 型ダンプは脅威である。

自家用車は充分,競 覇的であ り非協調的である注1。

本論は,2005年1月23日,神 戸市東灘区の六

甲山麓住吉台とJR住 吉駅を15分 で結んで開通 し

た住吉台 くる くるバス開通以後の地域 コミュニ

ティとそのコミュニケーションの変貌 について報

告 し,何 が交通やコミュニティの持続に有効なも

のなのかを検証 したい。

1.悪 夢 のニ ュータ ウン

ジョエル ・ガロー 『エッジシティ』によれば,

アメリカの都市化 はモータリゼーションによって

もたらされた。第二次世界大戦後の帰還兵のアメ

リカンドリームは,大 型 自家用車を乗 り回 し,大

型冷蔵庫 と大 きなオーブンがある郊外の戸建住宅

であ った。加速度的なモー タリゼー ションは,

60・70年 代には,郊 外 にロー ドシ ョップとショッ

ピングモールを形成 した。一方で,ダ ウンタウン

は荒廃 していった。画一化された景観,渋 滞,環

境負荷の後ろめたさ,高 齢化など,私 が子 どもの

頃に映画で見た豊かで楽 しげなアメリカンドリー

ムの暮 らしは,そ の内面でアメリカンナイ トメア

(悪夢)と なっていたのであるD。

それに遅れること20年,90年 代前後から,わ が

国にも猛烈なモータリゼーション注2(以下,日 本

の現象に関してはクルマ社会 と記す)が もた らさ

れた。今 日,問 題化 している中心市街地の荒廃

(シャッター商店街)と 高齢化,空 き地・空き家の

顕在化するオール ドニュータウン問題は,ク ルマ

社会の課題でもある。都市計画プランナーが描 く

団地再生プランについても,ク ルマに依存する生

活構造に手 をつけなければ,住 宅団地の持続性 を

撃神戸 まちづ く り研 究所
,大 阪外国語大学外 国語学部教授

注1自 動車その ものは社会 的費用 を負 担せず2),き わめて反社 会的で ある。具体 的には以下の点が指摘 されている。

1)道 路上で は,協 調 では なく競合が 旨 となる

2)同 乗者 以外 と話さない,社 交が ない

3)物 理的優位性 故に一方的 に歩行者,自 転車 を排 除す る

4)エ ネルギー効率が悪 く,二 酸化炭 素 ・窒素酸化物 の排 出源で ある

5)年 間1万 人の交通事故 を引 き起 こす。それが,私 的領域 を形成す る。

しか し,豊 かな生活のためには豊か な公 共領域が必要 である。モー タリゼー シ ョンが郊外 にお ける公 的領域 の欠落に寄与 して

いる%

一25一



囲 鷲 號奴邊
交 通 工 学

描 くことは難 しい。

そもそ もクルマの過度の利用は,コ ミュニケー

ションを阻害する(表 一1)4)。コミュニケーション

のないコミュニティでの団地再生論,地 域交通問

題を視野にいれない団地再生論に,ど れほどの現

実性があるのか疑問である。

交通なくして,地域再生まちづ くりはありえない。

2.く るくるバス開通までの住民協働

2.1捨 て置 かれた街の住民が動いた

住吉台は,1970年 頃,県 営住宅 と県住宅供給公

社分譲住宅が 山麓に作 られ,続 いて,大 阪湾の

オーシャンビュー を望む民間住宅地が開発 され

た。六甲山麓の急傾斜地に約3,900人 が住む。高

齢化率約20%。 神戸市が開発 したわけではない住

吉台には,公 共施設はほとんどない。小学校 もな

表一1リ バプ ールス トリー トの 自動車 交通量 と近所 づ きあ いの

関係注3

街
路

日クル マ

通 行量

ピーク1時 間

通 過台数

一人当 た

りの友 人

一人 当た

りの知人

コミュニケー

ションの場所

A 2ρ00台/日 200台/時 間 3人 6.3人 15ケ 所

B 8,000台/日 550台/時 間 13人 4.1人 4ケ 所

C 16,000台/日 1,900台/時 間 0.9人 3.1人 3ケ 所

表一2住 吉台の人口動向

昭和

55年

昭和

60年

平成

2年

平成

7年

平成

12年

平成17年

6月 末

人 口 5,110 5,475 5,182 4,805 生113 3,986

世帯数 1,493 1,676 1,666 1,653 1,653 1,763

年
齢
構
成

0～14歳

15～64歳

65歳 以上

32%

65%

3%

27%

69%

4%

19%

75%

6%

15%

75%

10%

11%

71%

18%

10%

68%

22%

(東灘区調べ)

注2日 本 のモー タリゼー シ ョンの端 緒 を どこに求め るか につ

いて は議論が ある。 しか し,1975年 に,乗 用車台 当た りの

人 口が6.5。 世帯当た りα5台 になった時点が クルマ社 会の

入 り口であ り,1985年 に,台 当た り人口が4.4,世 帯 当た

り0.7台 とな って,ク ルマ社 会 は完 成 され た とい える。

2001年 に,台 当た り人口が2,4人,世 帯 当た り1,1人 とい

うのが現在 まで続いて いる。 これが クルマ社会 の完成,折

り返 し点であ ろう。

注3岡 に よれば,カ リフ ォル ニア大学 の ドナ ル ド ・ア ップ ル

ヤー ドが1970年 代 末のサ ンフラ ンシスコ を事例 に報告 し

た もの とい う。
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い。スーパーもない。外出はどうして もクルマ,

バイクに頼 りがちとなり,戸 建住宅地やマンショ

ンでは,住 民相互の コミュニケー ションも難 し

かった。むしろ,若 い世帯には,そ のほうがわず

らわしくなかった。眺めの良いこの町の人間関係

は希薄であ り,そ こを吹 く緑風のごとく,住 民は

阪神 間の乾いた快適ライフを楽 しんでいた。必要

があれば,グ ルマで市街地にお りれば良い し,運

動のために坂 を駆け上がったのも若 き日の思い出

である。 しかし,30年 も経つと,高 齢化が忍び寄

る。交通が不便な地域か らは,若 者が転出する。

こうして,高 齢者夫婦,在 宅独居 高齢者が多 く

なってきた。

「バスが欲 しい」。人々は,何 度 も何度も区役所

にお願いした。そのたびに,「道が狭いので運行で

きません」の返事が返ってきた。人件費など高コ

ス トの市バスでは運行が難 しいという問題があっ

たか もしれない。そうこうするうちに,1995年,

阪神大震災がお きた。

被災 した市街地の高齢者が,ド ッと住吉台県営

住宅の空室に入居して きた。西区や北区などの郊

外を避け,市 街地の 「東灘区」を希望 したのであ

る。しか し,住 吉台は市街地に近いものの,高 台

であった。「バスが欲 しい」。この声は,高 齢者の

命をかけた悲痛な叫び声になっていた。

「もう,待 てない」

「役所はアテにで きん」

先鋭化 した住民が,地 元のNPOを 突き動か し,

全国都市再生モデルとして,小 型バスの有償実証

実験が行われた。2004年2月 末から3月,1ヶ 月

余 りだけ,1時 間に1本 のバスが走った。「みんな

で乗った ら(実 績を上げれば),本 運行になるかも

しれへ ん?」 と人々は,毎 日乗った。自動車 を

持っている人も乗った。住吉川の河原を散歩する

ために,わ ざとバスに乗る人 もあらわれた。実証

実験の最後,乗 客はうなぎのぼりに増え,最 終バ

スは悲鳴のような声で終わった。

「これで終わ りなの……」。

2.2東 灘交通市民会議

翌4月1日,何 事 もなかったかのごとく,ま た

バスのない静かな町が再現 した。 しかし,住 民の
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脳裏には,ま だバスが走 っていた。人々は黙って

おれなかった。交通市民会議を立ち上げ,行 政,

バス事業者 も加わ り,ど うしたらバスの本格運行

ができるのかを議論 した。

(実証実験 で事業者 と住民 との 問をコーディ

ネー トした森栗が,求 められて座長となった。予

算はなく,手 弁当で勤めた)

「駅前のバス停 にくるくるバスを停 めさせてほ

しい」

「岡本行のバスに乗 り換 えられる市バス停留所

を,く るくるバスに貸 してほしい」

「認可をはや くしてほ しい」…。

住民合意を受けて,行 政が各方面 と調整する。

国の出先機関に依頼する。住民 と行政マ ンが一緒

に警察に相談にい く。そう,行 政マンが住民 と協

働 してあっちこっち,く るくる回って調整 したか

ら 「くる くるバス」?

こうした動 きのなかで,住 民 は東灘区役所 を

「アテにはできんが タヨリになる注4」役所として認

め,一 緒 に動き出した。こうして,東 灘区役所は

「カネはなかなか出せんが,ア セをか く」役所,住

民の協働者 として認められつつあった。

調整が終わ り,8月19日,「 い くぞ1」 と現場

にバスを出し,住 民 ・事業者 ・行政マ ンが一同に

現場で議論 した。バス停やルー ト,ダ イヤを話 し

.合った。家の前にバス停がで きるのが嫌だという

人には,住 民がお願いにいった。ここにバス停が

欲 しい とい うところには,土 木事務所が ガー ド

レールを切って溝に蓋 をして協力 してくれた。市

バスは 「本来なら交通局がすべ きところを,市 民

が動いて開通 させるなら協力 したい」 ということ

で,駅 前,区 役所前,赤 塚橋バス停の共用 を認め

てくれた。阪神電鉄バスも神戸 フェリーバス も駅

前のバス停共用 に理解を示 してくれた。国道事務

所はその調整 をすすめて くれた注5。こうした動 き

のなかで,バ ス事業者は,採 算を考えつつ,住 民

の皆 さんに喜んでもらおうと,毎 時15分 ごと,朝

は6時30分 か らという 「夢のようなバス」を決断

した(『東灘交通市民会議速報』1～5,2005年)。

0本 から56本 へ。事業者は,夢 のようなバス新商

品を提供 して,住 民の心 を鷲づかみにした。

2005年1月23日,小 さなバスの開通を,何 だ

か新幹線開通のような気分で皆が祝った。手作 り

の 「くる くるバス開通おめでとう」の文字がかわ

いい。人々は歓喜にむせた。

「これで,こ の町に孫子 の代 まで住みつづけ ら

れる」

「この住み慣れた我が家を,終 の棲家にできる」

バスの可否は,住 民の人生 をかけた 「死に方」

の問題であった。

2.3交 通市民会議の構成 と目標 ・手法

前述のように,東 灘交通市民会議は,住 民を中

心に,事 業者,地 方行政,国 の出先機関(運 輸局,

整備局)の 協力によって展開 し,バ スの本運行 を

実現 させた(図 一1)。

その原則 ・目標 は,「市民合意」「多面的協働」

「市民が作る交通」「クルマに頼 らぬ暮 らし」であ

り,そ のために情報公開の鉄則を貫いた(図 一2)5)。

その情報誌が 「東灘交通市民会議速報」であ り,

全戸配布 された。この考えが,開 通後の 「守る会」

に引き継がれた。開通 までの協働で,住 民は大 き

く成長 したのである。 この開通後の情報公開の機

関紙が,後 述する全戸配布の 「くるくるバス通信」

である。

3.く るくるバスを守る会の誕生と成長

3.1守 る会の誕生

開通以後,住 民は,せ っか くできたバスを守 り

育てようと,2005年5月,住 吉台 くる くるバスを

守る会(以 下,「守る会」と称す)を 結成した。そ

の設立趣旨には,

今後は,住 民によるバス利用の促進を図りな

が ら,将 来にわたって持続可能な 「地域の足」

として育て,確 実に定着 したものにすることが

重要です。そのためには,バ ス運行上の情報や

問題点を住吉台住民が共有 し,住 民 ・バス事業

注4行 政を 「アテ にで きない」 と罵倒す る住民は,行 政 をアテ 注5

に し依存 して いる。行 政 をタヨリにす る住民 は,自 立的 に

自ら動 く 「協働市民」 であろ う。

実際 は,事 業者 それ ぞれの 思惑 があ り,そ う簡 単で はな

かった。が,住 民合 意 を前提 に,行 政がサ ポー トしてネゴ

シエーシ ョンすれば,こ う した「美 しい本 質論」に落ち着 く。
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東灘競 市民会1魅

サ ポー ト 信頼 ・協力
区 所

東灘区山麓部の 自治会、管

理組合、老人会、ふれあい

まちづ くり協議会代表者+

協力者、NPO

せ 住
る 民意 合

欲 意
の に
あ よ
る る
運 バ輸
ス
業 を者
走
ら

連絡 、調整 、 り一 ダー シップ 会議 の と りま とめ、解説 、方 向示唆

地 元世話 人 座 長(学 識経験者)

市役所企画調整局

相談 、 導
調塑

い

市
役
所
交
通
局

市
役
所
建
設
局

国
道
事
務
所

国
の
諸
機
関

他
の
運
輸
業
者

警
察

住吉台住宅管理組合、住吉台東住宅管理組合、住吉台A1棟自治会、県営住吉台団地自治会、住吉台南自治会、住吉台中自治会、住吉台東

自治会、エクセル住吉台管理組合、万翠園管理粗合、荒神山住宅管理組合、老人会「住吉台楽寿会」,渦が森ふれあいのまちづくり協議会、

(特)CS神 戸、(特〉神戸まちづくり研究所、みなと観光バス㈱、神戸市企画調整局、東灘区役所、(後に住吉台北自治会結成、参加)

図一1東 灘交通市民会議の構成

市民合意

バス路線の新設は、要望 ・陳情だけでは実現は

難しい。交通事業者も巻き込んだ市民会議を通

じて実現が可能になる。特にバス停の共用につ

いては、現況では事業者間の調整は不可能に近

いが、市民合意を尊重し合意可能 となった。

多面的協勧

社会実験によって成長 した市民 とそのり一ダ

ー、それを支える学識経験者、交通事業者、企

業、NPO、 関係公官庁機関がスクラムを組んで、

目標の実現に取 り組む ことで信頼関係が構築 さ

れ、路線実現の実績をあげつつある。

市民がつくる交通

地域 に最 もふ さわ しい交 通 システ ムを地

域住民 、NPOや 地域民聞事業者(病 院 ・

商業 ・集客施設)と 共 に作 り上 げ、地域全

体で支 え てい く仕組 み づ く りを深 めて い

く。

自家用車に頼らぬ暮らし

自宅か らの最初の交通手段がコミュニティバ

スになり、自家用車の不必要な利用が減 り、バ

ス→鉄道→バスなどの様な公共交通利用の促

進が図られ、地球温暖化防止や持続可能なまち

づくりのツールとして大いに期待される。

図一2東 灘 交通市民会議の原則 ・目標

者 ・行政機関が一体 となって課題解決に取 り組

んでい くことが必要です。そこで,こ のバスを

地元住民組織全体で支援 し,将 来にわた り守 り

育ててい くため,住 民主体の 「住吉台 くるくる

バスを守 る会」を設立 します。

住吉台 くるくるバスが 「地域の足」 として末

永 く定着 し,「老後 も安心。孫子の代 まで住み続

けられるまち」を目指 します。

と書かれている。生活実感に基づ く極めて高い理

念である。バスを実運行にもっていった住民の成

長が伺われる。

毎 月,会 合が行われ,住 民(11自 治会 と老人

会),そ れに,オ ブザーバー としての事業者,幼 稚

園,東 神戸病院(住 吉駅近 く),区 役所まちづ くり

支援課が出席 している。
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くるくるバスがもたらした持続可能なオール ドニュータウン

写真一1 1周 年の子どもお絵かきバスを背景に子ども駅長が運

転手に花束を渡す

3.2「 くるくるバス通信」の概要

会議では,投 書箱(バ ス車内設置)の 検討,運

行に障害 となる不法駐車問題,周 年事業の計画,

定期券 ・回数券の販売方法,停 留所の住民管理,

バス開通による環境評価調査への協力,乗 客数の

報告などが行われている。守る会の発行する 「く

るくるバス通信」には,会 議の内容や運転手の紹

介などが書かれ,全 戸に配布されている(表 一3)。

この通信を通読 して驚嘆することは,以 下の点

である。

・住民がバス事業経営 ・採算にまで気を使って

いる。守 る会の住民はバスのランニングコ

ス ト,新 車両のイニシャルコス トまで知っ

豪一3く る くるバス通信 の トピ ック

号 発行年月 バ ス関連 コミュニテ ィ関連 環境 ・その他

1 2005.6 まち にまった開通 人に も環境 に も優 しい生 き生 きと したまちにするため,守 る会誕 生,中 学生の塾 ・

セ ミナー で全 国発信 クラブ帰 り利用

2 2005.7 定期発売日時場所 ヒヤ リ,ハ ッ ト,路 上駐車 マイカーか らマ イバ スに

六甲山ハ イキングコースに くる バ ス停 は地域 の広告塔(ベ ンチ,声 かけ

くるバス案内掲示 運動掲示)

3 2005.8 運転 手 さん,バ ス停紹 介 区役所から

4 2005.9 祝,日 乗車900人 突破 守る会の会議風景(ご 意見箱,運 転手出

席)

5 2005.10 バス停 を飾 ろう 違法駐車追放地域指定 ご意見箱Q&A(バ ス会社社長に訊く)

運転手さん紹介

6 2005.11 運転手さん紹介 中学体験学習受入
一周年記念式典準備中

7 2005.12 運転手紹介 子供 駅長がバス停横 にク リスマス ツリー 渦が森ふれあいまちづくりの会から寄稿

バス会社年末運行告知 を造る

バ ス開通で地域が 明る くなる?

8 2006.1 森栗座長 「幸福 の良 き町」・区長 守 る会祝辞,運 転手 さんか ら祝辞,住 民

「まちを変えたバス」・バス社長 の声(感 謝,安 心,挨 拶,知 り合いが増

の寄稿 える,地 域が明 る くなる)

9 2006.3 一周年記念式典報告 ふれあい喫茶の呼びかけ

子ども駅長の任命

10 2006.5 日乗車993人(安 全確 保課題) バス実運行パ ワーをまちづ くりに活かせ

運転手さん紹介 児童見守り活動依頼

11 2006.4 新車試乗会, 老人会の寄稿 2015年,住 吉台の推計 高齢化率46%

運転手さん紹介

12 2006.9 狭い道で,幼 稚 園バス とのすれ 救急講習会のお知らせ 道路拡幅が急務

違いに手間取る 6月 から駐禁対策強化

各地の コ ミバス見直 し中

13 2009.11 子ども回数券開始 まち を歩 こう, 道路拡幅工事決定

坂ゆえ車両部品交換多し,燃 料 猿出没,

高騰,維 持 費上が る 守る会会合報告
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ているのである。

・バス停に 「こども駅長」を置 くなど,バ スと

コミュニテ ィに関する斬新 なアイデア と,

「ふるさとづ くり」など深まる取組み。

・10年 後の高齢化予測や,各 自治体 コミバス

の限界など,広 い視野を持 っている。

・地域 の駐禁対策 など,脱 クルマ社会の姿勢

を明確 に打ち出している。

特 に住吉台住民の意識 レベルが高いわけではな

い。そうい う側面もあるか もしれないが,自 らバ

スの実運行 を実践 した住民が,自 ら育ったと考え

るほうが妥当であろう。『くるくるバス通信』を読

んでいると,コ ミュニティが大きく持続的に変わ

ろうとしていることがわかる。

事実,地 域には違法駐車がほとんどな くなり,

クルマを手放す人が増 えて きた。また,新 た に

引っ越 して くる人が徐々に現れ,孫 子 ・友人の訪

問が多 くなっている(後 述の 「走るくるくるバス」

よ り)。

4.バ ス乗務員からみたコミュニティの変化

4.1バ ス ドライバ ーはコ ミュニテ ィ観察者,

見守 り隊

タクシー ドライバーは密室での人々の会話,動

きか ら,世 相を敏感に観察 しているといわれる。

それゆえ,さ まざまなタクシー ドライバーを舞台

にした噂話,都 市伝説が存在する6)。

・もしそうであるならば,バ ス ドライバーは,運

転席からいったい何を見聞きしているのであろう

か。ここに,「走るくるくるバス」というブログが

ある。その名のとおり,く るくるバスの某運転手

が個人的に書き続けているものである。 これを読

んでいると,住 吉台という地域 に,新 たにバスが

走 り始めておきた出来事,コ ミュニティの抱えて

いる課題が見えて くる。バスの運転手は,コ ミュ

ニティの外部観察者である。外部者たるバス運転

手の眼か ら見た,住 吉台の現実 と変化を,概 観 し

てみた注6。

4.2「 走るくるくるバス」の概要

「走るくるくるバス」の概要を(表 一4)に 示す。

これを読むと,
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ということが分かる。こっしたなかで,

バスは住民の身体の一部,血 液の ごとく地域 コ

ミュニケーションを循環させているのである。

・小学生 ,乳 児を抱えたお母 さん,買 物の主

婦,通 勤者,高 齢夫婦,障 がい者,中 学生,

視察の人,認 知症患者,親 ・祖父母を見守る

外部の孫子,若 い女性,酔 い客等,多 様な乗

客がある。

・ 地域の安全 ,子 育て,家 族コミュニケーショ

ンをバスが見守っている,育 てている。ま

た,見 守 られている安心感が地域にわいて

いる注7。

・ バスが下駄代わ りとな り,出歩 く人が増 える。

・バスは,車 椅子や身体の状況,天 候,夜 間の

安全 など,状 況に応 じて臨機応変 に乗客利

便 を提供 している。そのため,若 干遅れる

こともあるが,そ の説明責任 と乗客了解が

充分得 られている。

・ 車内が,住 民どうしのコミュニケーション

のみ な らず,外 来者 をお迎 えす る応接 コ

ミュニケーシ ョンの場 となっている。その

効果もあってか,定住する人が増えつつある。
'く る くる

5.守 る会 のア ンケー トか ら

くるくるバスを守る会では,バ ス開通後,ア ン

ケー トを行っている。回答は,回 収方法のバイア

スがあ りバス乗車の高齢者に偏 るものの,以 下の

傾向が示 されている。

アンケー トか ら見える総体 としては,く る くる

注6な お,当 該 ブ ログの コ ミュニテ ィに関す る記述が増 えた

2006年 以降 を参考 にして いる。

注7近 江鉄道は この ほど,近 江 八幡市や近江八幡警察署 と協力

し,JR近 江八幡 駅発着の全路線バ スを「子 ども110番 バス」

とし,子 どもの安全 を守 る取組み を始め た。戸外 で危 ない

目に遭い,手 を挙 げている子 どもがい たらバ スが直 ちに停

車 し,運 転手 が事 情を聴いて警察や 自宅 などに連絡する。

また,パ トカーが駆け付け るまでバ スに乗せ るな どして保

護す る考 え。

市 では,路 線バ ス40台 分 のマグネ ッ トシー ト計120枚 と

「子 ども110番 」のシール50枚 を作 成。マ グネ ッ トシー ル

は縦30cm,横50cmの 黄色 地 に 「子 どもllO番 バス」 と

書 かれた もので,バ スの正面 や側面に張 りつけた。 このほ

か,縦21cm,横30cmの シールを窓 ガラス に張 ったバ スも

走 ってい る。
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くる くるバ スが も た ら した持 続 可 能 な オー ル ドニ ュー タ ウ ン

表一4「 走 るくる くるバ ス」 の トピック

日時 表題(筆者付記) コ ミ ュ ニ テ ィ 関 連 事 項

2006.1.14 乗り過ごした小学生 北公園の上りバス停は下りのみ。降りれず終点まで行って不安な児童を,遅 くなっても家族が心配しないことを確認し,下 り便で送る。

2006,L15 藪入り? 乳児を抱えたお母さんに 「あかちゃんがぐずるのは仕事」と伝え,安 心させる。あかちゃんは,く るくるバス開通式の日に生まれ

た。

20D6.1.22 温水プール バスができたので温水プールに通えるようになったおばあちゃん

20D6.1.25 神大附属の小学生 体調の悪いときのみ乗ってくる附属の小学生

2006.2.5 席を譲るまで発車しない 私は住吉台を専門に乗務していますから,元 気そうに見えてもお身体の調子が悪い方も知っています。そんな人が乗って来られると

必ず席を譲って下さいとお願いしています。

2006,2.26 家族喧嘩で飛び出す 家族喧嘩で飛び出した初老の婦人が,終点で夜景を見つつ運転手に愚痴を間わず語り

20063.8 毎日,買 物に出る これまでタクシーでしか出かけられなかった高齢者が,毎 日,買 物に出れるようになった。

2006.3.10 プレゼント 乗客から釘煮注8をもらう

2006.3.24 満員,ゆ ずりあい 駅発は満員。そこに,幼 児 ・ベビーカーの赤ちゃん連れの婦人。2人 が席を譲る。

2006.3.28 バ ス停前スーパー売り上げ

30%増 加

お買い物から帰ってみると買い忘れた物が有るのに気付く。思い出して又くるくるバスでお買い物といった,日 に2往 復する人がい

る。

2006.4.6 出あい ・別れ 引越 しの最後は,思 い出にくるくるバスに乗って…。住吉駅到着前の車内アナウンスで,「 一年聞のくるくるバスのご愛顕をありがとう
ございました。東京でのご壮健とご活躍をお祈りします」。「こちらこそありがとうございました」。私の声は涙声になっていました。

2006,4.9 認知症と買物

通勤運転

忘れ物をしたと言い張る高齢者。知り合 いの人を通じて家族にそれとなく伝える。また,買 物時の運転は,荷 物が転がらないように

ゆっくり,通 勤は見通しの良い川沿いの直線でスビードをあげて。

2006,4.14 元気を運ぶバス リューマチなど,バ スがないと外出できない,外 出しないと元気が出ないという乗客がおられる。

20〔)6.4.17 お掃除 仕事の後で,バ ス停を掃除する高齢の新聞配達人がいる

2006.4.26 足の悪い女性 午後便。一幅20cmし か進めない足の悪い女性をドアを開けて待つ。乗客が介助。市街地でタクシーに乗り換える意向。タクシーに

女性の足の事情を伝える・15分 近く遅れる。着発の駅には15人 以上の買物客。事情を説明して出発。上り終点のエクセル東に着

くと,15分 のインターバルが終わりつつある

2006.4.28 下駄がわりのバス 市街地にバスで出て,一 仕事終えて着替えにバスで戻り,ま たバスで別な会合に出る

2006.5.1 遅いバス便 遅い便には,他 の乗客に迷惑になる酔っ払い乗車があって困る。車内が汚れ,ト ラブルが起きることがある。

20D6.5.2 バスは安全パトロール 路上での暴行現場発見。乗客に110番 通報を依頼

20D6.6.10 バスが子ども見守り 阪急電車線路に中学生が侵入しているのを発見。後,バ スで塾に出る当該中学生を注意。

2006,6.25 車椅子 気兼ねして乗らなかった車椅子の高齢者に,乗 車を薦め,乗 っていただく。手早くリフト操作,2分 遅れですむ。

2006.6.26 だから1,000人 になる 住吉台の高齢の親の様子を見に来る人がある。それをバスで見送る親。親子の会話をバスが運ぶ。

2006.6.30 車内コミュニケーション バス車内は連帯感があり,良 い歯医者などの情報が行き交う

2006.7.9 呑ミニケーション 飲酒運転検問が多くなり,バ スで住吉台を下り,夫 婦で呑みに行く人があった。

2006.7.11 小学生訪問 他地 区に住む小学生が一人で住吉台の高齢夫婦を訪問。「おじいちゃん,お ばあちゃんが元気な間に来れるときは来ようと思いま

す」。

2006,8.2 午後から女学校に行こうとす

るおばあちゃん

顔見知りの認知症のお客様。女学校は70年 前。運転手は,「これから女学校へ行ってももうこんな時間だからみんな帰ってしまって

誰もおらへんよ。明 日にしたほうがええよ。それに作品が盗まれたんのなら,今 日の夜息子さんが帰ってきたら相談してみたら?とり

あえず今 日はもう(市 街地に)下 りても無駄やから家に帰った方がいいと思うよ」と帰宅を促す。Nお ばあちゃんも 「じゃそうしよう

か」と言ってバスを降りて帰りました。くるくるバスの乗務員はおばあちゃんの認知症が進行しているという情報は共有している。

2006.8.17 孫の来訪 「くるくるバスのおかげで孫が毎 日来てくれるんですよ」と嬉しそうに話される方もいらっしゃいます。バスの中もにぎやかです。

2006,8.20 イノシシ危険を通知 イノシシを発見。おばあさん ・孫が瓜坊をおいかける。イノシシに襲われる危険がある。車外放送で注意。安全を確認して出発。

2006,8.29 くるくるバスならではの(異 例

の)技

忘れ物 日傘を見てAさ んとわかり,そ のマンションの管理人さんとであったので連絡依頼し,娘 さんがバスまでとりにこられた(住 民

と運転手が顔見知り)。

2006.8.30 臨機応変の対処1 財布を忘れた乗客(父 も定期客)を 乗せ,バ ス停まで家族が迎え。「住吉台は集中豪雨中です。雨具を持っていらっしゃらない方

は携帯電話でお家に電話してバス停まで傘を持って来て貰って下さい。万が一やんでしまっていたら堪忍して下さい」と言うとバス

の中は大爆笑(車 内携帯は本当は駄 目だが)

2006,9.6 刺繍のおばあちゃん 認知症の乗客と話し合い,病 院をすすめる

2006.9.24 子どもだけの乗車は困った? 小学生と幼児が,住 吉台のバス停で親が待っているといって乗る。子どもだけで団地を下りるのは断るが…。

2006.9.29 塾帰りの安全 バスが走って塾帰りの子供が増えた。バス内は安全だが…。バス道に見慣れない不審車が有ればその事をアナウンス。

2006.10.1 臨機応変の処置2 「ミニコープ前」と 「万翠園」は,道 路が狭いので各 「上りのみ」「下りのみ」の一方通行。が,天 候 ・時問 ・身体状況など場合

によって,合 流する 「県住前」で乗り継げるような乗客利便の臨機応変処置をしている注9

2006,10.10 夫婦円満はくるくるバス 週末,地 域外の子供世帯が孫を連れて,祖 父母のところにバスで来てお泊り。⇒夫婦円満

2006.10.22 くるくるバスは安心 女性が,阪 神御影からわざわざ歩いてJR住 吉まで来て,く るくるバスに乗る。くるくるバスは安心だからという。

2006.10.31 人口増1名 今月は死亡1名,誕 生2名 。バスができて,実 家で両親と同居し,子 どもを産んだ方が2名 。こども回数券を始める。

2006.1L5 人口が増えている 最近引っ越して来た若夫婦がバスで地域を観察。そこに他の住民が乗り込み,道 路凍結から回数券 ・定期券のことなどを教えバス

内で話が盛り上がる
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バスが,タ クシー,市 バスの乗客を減少 させた側

面があるが,一 方で,住 民の外出機会を増や して

いる。 しか し,住 民の多 くは開通1年 そこそこで

はクルマを手放すまでにはいたっていない。

むしろ,守 る会の認知率,通 信の閲覧率は極め

て高 く,地 域コミュニティの結束に対 して,大 き

な効果がもた らされたと,住 民相互に強 く認識 さ

れていることがわかる(表 一5)。

表一5守 る会 の住 民ア ンケー トか ら

おもな乗車目的

(複数回答)

お買い物 271

通勤 155

通院 84

自家用車,バ イクの利用が減 った 116くるくるバスの運行に

よる利用交通機関の変

化(複 数回答)

タクシーの利用が減 った 2〔辺

市バス の利 用が減った 285

自家用車,バ イク を手放 した 8

外出の機会が増えた 86

特に変化はない 34

住吉台の住民の結束力

が強くなったか

そう思 う69%

自動 車 ・タクシーの量

が減少

自然 環境 に良い効果が

ある

そう思 う60%

「くる くるバスを守る会」

の認知度

90%弱

「くる くるバス通信」の

閲読率

93%

VoL42No.12007

サ ンプル数422

6.こ れ は コ ミュニテ ィバ スでは ない!

便性向上を目的として,地 方公共団体が何 らかの

形で運行に関与 している乗合バスを一般にコミュ

ニテ ィバス と呼ぶ。1995年 の武蔵野市の ムーバ

スな どを端緒 として,国 のイニシャル補助 もあ

り,多 くの行政主導のコミュニティバスが開設さ

れた。なかには,組 長や議員の思いつ き,票 集め

のため,と きには,市 町村合併直前のどさくさに

まぎれて充分な計画 もないまま設定されたものも

多 く注10,その財政負担の厳 しさか ら今 日では廃止

が検討されているものが少なくない。

全国第二の人口密度,狭 い市域の武蔵野のムー

バスは,そ の人口密度 ・狭 さゆえ 「100円バス」

でもランニングこそ黒字になっているが,バ ス車

体その もののイニシャルは,公 害対策費 ・交通安

全対策費などの費 目で行政補助を得ている。行政

か ら,ラ ンニングにおいてもイニシャルにおいて

も一切の補助 を得ていない住吉台 くるくるバス

は,正 確にはコミュニティバスではない。にもか

かわ らず,

住民 ・事業者 ・行政マンが議論 して

ビジョンを共有し

住民 ・事業者 ・行政マンが一緒に動いて

計画を練 りあげ

事業者が 運行し

「コミュニティバス」は法的に明確 に定義 されて

いる概念 ではない。法的 には,普 通の路線バス

(乗合バス)と 同様,道 路運送法 などの規定に従

う。が,高 齢者や身体障害者等が公共施設 ・医療

機関に行 きやす くするなど,地 域住民の交通の利

事業者が住民の声を聞きつつ
…事業者運営に住民が参画し(行 政

はサポート)

住民の評価を事業者が役立て

住民評価に事業者が耳を傾け

事業者の次の計画を住民・行政協働で練り上げる

次期計画

この ようにして,正 のスパイラルが住吉台では

注8い か なご(小 魚)の 甘辛 く炊 いた もの。 阪神 地域 住民の春

の生活食。親 しい知人への相互贈答 に使 う。

注9認 可,法 令 順守の なかでの,顧 客利便 のための臨時的処置

であ る。が,結 果 と して,住 民 利便 に沿 った,一 種の地域

ゾー ン制 となっている。

注10要 望 を全部聞 き入れて長 い曲が りくね った路線で,ど こ

に行 くかわか らないので誰 も利 用 しないバ スや,採 算 を

考 えず に走 らせたバス などが多 い。前者 は,住 民が 「乗 っ

た ら最期 バス」と椰楡 してい るケースがあった。 しか し,

これ とて税が投 入 されて いるわ けで,他 人事の ように椰

楡 してい る住民 を,交 通計 画の検討 に参 画 させる必要が

ある。山口市で は,交 通まちづ くり委員会(鈴 木文彦委 員

長)を 立 ち上げ,11の 地域検 討会,加 えて多数の現地勉

強 会を行政マ ン・委員が出向いて実施 し,抜 本的に再検 討

している。
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展開している(表 一6)。

くる くるバスは,コ ミュニティバスではなく,

「住 民協働型バス」注11の新たな展望を開いたので

ある。 くしくも,200ε 年改正道路運送法の地域公

共交通会議 とは,ま さしく,く るくるバスを実運

行 させた東灘交通市民会議 を先導的事例として法

制化された ものである。

「住民アンケー ト」にあるように,く るくるバス

で一気に(1年 程度)ク ルマ依存社会が変わるわ

けではない(数 年後は可能か)。 むしろ,住 民が自

立的に地域交通のビジョン構想 ・計画 ・運営参画・

評価することで,バ スを中心 として地域のコミュ

ニケーションが豊かにな り,コ ミュニティ活動が

活発化 してきた。そして,地 域外の住民,地 域内

の多様な人々が動 き,地 域のコミュニケーション

が循環 しだしたのである。住民は,こ れを 「地域

が明るくなった」 と表現 している。生活感覚のあ

る的確な自己F(地 域)分 析である。

つまり,「バスなか」やバス停 を中心 として,バ

スコミュニケーションが展開 し,地 域が持続的に

なったのである。持続的になって 「終の棲家」 に

なったことを共有で きる喜びが,地 域にふつふつ

と湧いているのである。地域交通こそは生 きる喜

びを作 り出すコ ミュニケー ションツールであっ

た。 くる くるバスはコミュニティバスで はない

が,住 吉台は,「バスコミュニティ」といえる。

くるくるバスの走る住吉台は,自 治体が高齢者

のサービスとしてコミュニティバスを走 らせた地

域ではない。与える福祉ではなく,住 民が自立的

に創 り上げた住民協働型バスによる協働の福祉 こ

そ,地 域を 「明る く」するのではないか。住吉台

は明るい持続的なバス コミュニティとなった。

これこそが,オ ール ドニュータウンの団地再生

ではないかQ

7.乗 車行動が証明する住民協働型バスと

バスコミュニテ ィ

当初,人 口約3,900人 の高台の高齢化 した住吉

台に対 して,コ ンサルは日500人 の見積をたてた。

みなと観光バスは,ラ ンニングコス トのめやすで

ある 日乗客700人 程度 を見込 んで参入 した もの

と,私 は推測 している。 しかし,実 際の数字は大

きく異なっている(図 一3)(表 一7)。

このグラフは,以 下の点で驚異的である。

・ 開通当初の4ヶ 月で 目標値(月 平均 日乗客

700人)を クリアー し,現 在では日常客1,000

人超の 日を重ね,月 平均900人 に近づ きつつ

ある。

・ 開通2年 目に近づいているのに,未 だに乗客

が増え続けている注'2。

バスが直ちに住民に受け入れられ,住 民の血肉

になった。マーケティングの当初予想を超 え,乗

客が増えた。 さらには,バ スを利用す る住民が

次 々に拡 が り日1,000人 が乗 り,地 域 がバ スコ

表一6住 民 ・事業者 ・行 政協働に よるバ ス事業 の展開

ビジ ョン 計画 運行 運営 評価

住民 ○ ○ × △ ○

事業者 ○ ○ ◎ ◎ 活用

行政 支援 支援 × 支援 支援

支援=予 算ではなく人的広報的調整的支援

注112005年 「国土交通省 交通審議会 コ ミュニテ ィバ ス等 地域

住民 協働 型輸送 サ ービス検 討小 委員 会。(委 員長 寺 田

一薫)」 の議論 には,住 吉 台 くる くるバス の多 面的協働が

少 なか らず影響を与 えた もの と思 われる。 しか し,「住民

協働」 とは正確 な表現で はない。住民 と事業者 ・行政の

「多面的協働」で あるが,こ こで は審議 会の名称 に従 い「住

民協働型 バス」 と表現 した。

900
800

700
600
500

400
300
200
100

くるくるバス月平均・日乗客数

人

図一3住 吉台 くる くるバス月平均 ・日乗客数変化
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表一7住 吉台 くる くるバ ス月平均 ・日乗客数変化(み なと観 光バ

ス調べ)

H17 1月 506 人 H18 1月 778 人

H17 2月 650 人 Hl8 2月 811 人

Hl7 3月 706 人 H18 3月 830 人

Hl7 4月 742 人 H18 4月 蹴 人

H17 5月 729 人 H18 5月 849 人

Hl7 6月 758 人 H18 6月 862 人

Hl7 7月 761 人 Hl8 7月 脇 人

H17 8月 779 人 H18 8月 863 人

H17 9月 801 人 Hl8 9月 882 人

Hl7 10月 819 人 H18 10月 883 人

H17 11月 806 人

Hl7 12月 794 人

ミュニティにな りつつある。人々の心が動 きコ

ミュニケーションを誘発 し,コ ミュニケーシ ョン

が乗客を誘 う。正の連鎖のダイナミズムが新たな

需要 を次々と生み出 したのである。採算は「ある」

のではない。協働の地域づ くりにより,新 たな需

要,採 算が創造されるのである。

8.正 便益順採算順負担,そ して 「汗支援」

自動車の社会的負担を指摘する議論があ り,一

方で公共交通の正便益 を否定する人はいない。 し

か しなが ら,今 日のクルマ社会においては,公 共

交通は不採算であることが多い。これを正便益不

採算問題と提議 し,一 定の財政支援を求める声が

ある。鉄道な ど大 きな投資が必要 な公共交通で

は,交 通事業者の限界があるなか,社 会的正論で

あろう。

しか し,比 較的投資額が低いバスや タクシーな

どの地域交通 においては,不 採算をそのまま認め

ては,そ の便益の提供動機づけ,持 続性が保障さ

れないのではないか。住吉台に限った場合,足 下

315段 の階段 を降 りれば市バスが走 っている。神

注12詳 細 にみる と,2006年7-10月 の増加は,道 路駐車禁止モ

デル地区指定 と運動の推進,さ らには10月 か ら民 間業者

に よる駐車違 反摘発が,乗 客増 に追 い風 となってい る。

加 えて,2006年 のガ ソリン価格 の高騰が,乗 客 増 を下支

え してい る。バ スの追い風 条件が重 な ってお り,こ の点

は若 干,住 民協働 の可能性 について割 り引い てみてお く

必要が あろ う。

Vo1.42No.12007

戸市は市民の足を守るため(正 便益)と して不採

算の市バス注'3に多 くの予算を一般会計か ら投入

してきた。 しか し,住 吉台住民の正便益(バ ス路

線の要望)は,10年 以上にわたってはかることが

できなかった。極論すれば,神 戸市住吉台の納税

者 にとっては,神 戸市交通局は非便益不採算 と

いっても過言ではない。高齢化のなかで,こ うし

た硬直化 した自治体直営公共交通による支援が困

難な公共交通不便地域は増加傾向にある。従来の

ような,交 通局への不採算補填の枠組みだけで

は,高 齢化するオール ドニュータウンの課題 を解

決することは難 しい。

くるくるバスの場合は,多 くの住民が200円 と

いう運賃で乗ることにより経済的に順負担 し(神

戸市の敬老福祉パスのような無料パスが通用 しな

い),守 る会を中心 としたバスを支える住民の意

見 ・広報活動,駐 禁運動などの参画的順負担が強

力 にすすめられた。その結果,事 業者は行政支援

のないなかでも,順 採算(ラ ンニングのみ)に よ

り果敢 に15分 ピッチでバスサービスを提供し続

けることができた。神戸市 ・東灘区は,財 政支援

が難しいなかでも,最 大限の人的広報的連携的順

支援 をしてきた注14。

これが,く る くるバスが,短 期に目標値をクリ

アし,長 期にわたって乗客を増や し続けている直

接要因である。とはいえ,今 後は,行 政としては

この成果を正当に評価 し,バ ス車体のイニシャル

に関 しては,一 定のイニシャル順支援が必要 と

なって くるであろう(図 一4)。が,住 民の順支援 こ

そは,今 後 も地域交通の持続性 に対 して,最 大の

評価かつ効果 となり続けるであろう。 くるくるバ

スを守る会は,日 本最高水準のバス協働住民組織

の一つ として,そ の活動 をつづける責務がある。

なぜなら,住 吉台が持続的な町になることは,日

本の高齢化 に対するひとつの社会展望を示すこと

になるからである。

注13自 治体直営 公共交通(交 通局)の 不採 算の原因につい て

は,こ こで は議論 しない。 ただ,関 西 の複数の 自治体 の

場 合,自 治体 職員の縁故採用 枠問題(京 都市では 「優 先

採 用枠」と呼 ぶ)や 高年俸職員の存在 もその一因である。

注14こ れ を行政マ ンの 「汗支援」 と私 はよんでいる。
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…交通 事 業 者

順採算での最大限の

サービス賞品の提供

住

民

懸
糠

穣

磁
灘
難

羅
鐵
轟
驚
麟

イニシャル支援 事 業 者

新たな地域交通

サービスの提供

図叫 くる くるバ スの場 合の順負担順採算順 支援 に よる正の スパ イラル

行政は,バ ス事業の順採算のため,可 能な限 り

の順支援 を行う必要がある。住民は,運 賃負担や

参画活動によって順負担をする必要がある。それ

ぞれの協働の努力が,公 共交通とその沿線地域 を

持続的なものにしてい くと思われる。
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